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ＮＰＯ自活研、認証を受け正式発足 

「自転車社会」へ、本格的活動 

 NPO(特定非営利活動)法人・自転車活用推進研究会(略称・NPO自活研)が７月４日、東京

都の認証を得て正式に発足しました。これにより、会員募集、事業活動に本格的に取り組

むことが可能となりました。 

 NPO自活研は、自転車を都市交通の中に明確に位置づけたうえ、マイカーに代わる交通手

段として市民権を獲得するため、政策提言活動を通じて、交通問題を軸とした新たな社会

改革(クルマ社会から自転車社会へ)をめざしています。その実現のために、環境、健康、

経済、交通(安全)の｢４Ｋ｣を旗印に、幅広い層と交流して運動の輪を広げてまいります。 

 NPO法人は会員からの会費と委託事業による収入で成り立つ組織です。各種の会合、イベ

ントで会員同士、および企業、行政の関係者と意見交換するとともに、委託事業にもご協

力をいただければ、より強固な関係を築き上げられるものと考えます。また、周囲の方々

に参加を呼びかけていただければ幸いです。  

 初年度の主な事業として、⑴自転車政策のあり方を多角的に検討する｢自転車活用研究

会｣の開催(詳細はメルマガ13号と本号4P参照)、⑵これまで継続してきた｢エコサイクル・

マイレージ｣｢自転車DO!｣｢ポータルサイト・自転車森羅万象｣各サイトの運営、⑶自転車の

現在とあるべき姿を語り合う｢自転車DO!カフェ｣の開催、⑷会員向け機関誌、メールマガジ

ン｢自転車DO!｣の発行  が現在まで決まっています。 

 ｢自転車DO! カフェ｣はこれまで、横浜、京都、東京で開いてきましたが、今後は9月3日

に大分市、10月14～15日に大阪府堺市での開催を予定しています。また、9月中にNPO法人

の発足と、｢エコサイクル・マイレージ｣３周年を記念して、東京でシンポジウムと懇親会

を計画しています。詳細が決まり次第、お知らせします。ふるってご参加下さい。 

 

   自転車｢電車内持ち込み｣を要望   ＴＸ沿線５市長 ｢通勤・通学も｣ 
 

 千葉県柏市などつくばエクスプレス(ＴＸ)沿線自治体の５市長が6月28日、同線を運営
する首都圏新都市鉄道に対し、自転車の車両内持ち込みを認めるよう要望書を提出した。

自転車の鉄道車両内への持ち込みは、地方鉄道で試みられているが、東京乗り入れの路線

では珍しく、実現すれば欧州並みの車内持ち込みへ弾みがつきそうだ。 

 ＴＸは茨城県つくば市と東京・秋葉原間(58.3km)を

結ぶ鉄道で、昨年8月24日に開業したばかり。今回連

名で要望書を提出したのは、柏市のほか、同県流山市

と茨城県守谷市、つくばみらい市、つくば市の市長。

これらの５自治体はＴＸの利用客拡大や沿線地域振

興などで協議しており、自転車の車内持ち込み要望も

ＴＸ活用策の一環という。 

 筑波山のふもとに「りんりんロード」という自転車

専用道路(全庁40.1km)があるため、観光を兼ねて走っ

てもらうなど、当面は土曜、休日の持ち込みを想定し

ているが、通勤・通学客用に平日にも拡大したいとい

う自治体もあり、自転車の活用策に自治体が率先して

取り組む姿勢がうかがえる。 
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